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「卒業おめでとう集会」から思うこと  
武村 節子 

28 日に「卒業おめでとう集会」が行われました。温かい雰囲気に包まれ、6年生への感謝とお祝いの気持ち

がよく表れた集会でした。1 年生から 5 年生の心からの出し物には、とても深いメッセージが込められていま

した。「6 年生へありがとう、お世話になりました」と「6 年生へわすれないで」の気持ちはもちろん、「6 年

生はやさしい」、「6年生はすごい」、「6 年生はかっこいい」「6年生は心が大きい」などの憧れ（あこがれ）

がたくさんたくさんつまっていました。 

6年生は、4 月からリーダー的存在であったわけでなく、登下校やあいさつ運動、たてわり活動、日常の掃除

時間や廊下歩行の見守りで、小さい子の心によりそい育てた、自分たちへの安心感と信頼感が今の結果です。

下学年の発表を見ながら 1年間の成長を嬉しく思うと共に、6 年生の発表では、1年前の姿を思い出しその大き

な成長に感動しました。また、司会や準備をした 5年生の活躍は、大変立派で素晴らしいものでした。彼らも

また 1 年後には、この姿を堂々と引き継いでくれることと信じています。 
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学年 題 内容 

１年生 「6 年生はすごい！ 劇「おおきなかぶ」と歌とダンス「カブリカ」 

２年生 「やさしい心をありがとう 音楽劇「ニャーゴ」 

３年生 「６年生のすごいところ」 お世話になったことの劇 6 場面とよびかけ 

４年生 「ありがとう 6 年生」 劇「2019 年の出来事」群読「きりなしうた」歌「ありがとう」 

５年生 「今までありがとう」 劇「学校あるある」合唱「ビリーブ」 

６年生 「下学年のみんなにありがとう」 合奏「パラダイス…」、よびかけ、群読、合唱「広い世界へ」 
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次の学年につながるまとめを 
 突然の休業要請に、わたしには忸怩（じくじ）たる思いがいろいろあり、なかなか言葉にはできませんが、

今日が最後の登校日となりました。2 月までの 1 年生から 6 年生までの学習の様子を見せてもらっていると 1

年間の成長を感じます。ひらがなが書けなかった 1年生が句読点を使って気持ちを書けるようになり、他学年

でも漢字やカタカナや計算や算数の定義を使えるようになり、賢くなり自信を持ち、確実に次の学年につなが

っているようです。 

3 月の学習指導ができない 1 年生から 6 年生までの子どもたち見届けには責任を感じています。厚かましい

お願いではございますが、最後のまとめの学習を最後までやりきらせていただきますようにご家庭のご協力を

よろしくお願いいたします。子どもたちへは、現段階でのできる限りの評価をさせていただき、進級に向けて

一人ひとりの成長をしっかりと認め、励まし、学年末最後のまとめとさせていただきたいと思います。  

また、学校は過日報告させていただきました学校評価での反省を踏まえ、検証・検討を重ねながら、しっか

りと来年度に向けて引き継いでまいりたいと思います。どうか変わらぬご支援ご協力の程よろしくお願い致し

ます。 
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